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博士論文の要約 
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 論文題名 
 Mechanism of central hypopnoea induced by organic phosphorus poisoning. 
 
 研究目的 





 研究方法   
 延髄呼吸中枢に存在する pre-bötzinger complex(以下 PBC)は、呼吸に必須の領域である。私は、
OP が PBC を直接障害することで中枢性呼吸抑制が生じるという仮説を立てた。生後数日の SD
系ラットから急性延髄スライス標本を作製し、他電極アレイ法によって PBC の周期性自律性呼吸
性バースト興奮を記録した。そこに Paraoxon(代表的 OP、以下 Pox)を投与し、PBC の電気活動
変化を電気生理学的に定量化した。さらに、Pox の解毒薬である Pralidoxime(以下 PAM)および
Atropine を Pox と同時投与した際に、それら 2 剤に有益な効果がみられるか検討した。得られた
結果について、oneway ANOVA および Bonferroni 法を用いて統計解析を行った。  
 
研究成績及び考察 
 Pox を投与すると PBC の呼吸性バースト振幅は有意に低下した。これは OP がアセチルコリン
クリーゼを介して PBC を直接障害し、呼吸を抑制することを意味する。また、PAM と Atropine
はいずれも OP による PBC の呼吸性バースト振幅低下に拮抗したが、Pox に先行するように投与
しても拮抗作用を持つことがわかった。この反応は PAM で特に顕著だった。これにより PAM と




 OP は PBC を直接障害するが、その機序はアセチルコリンクリーゼによるものである。PAM お
よび Atropine は、OP による PBC 障害に対し治療的効果と予防的効果を併せ持つ。 
 
